
 

 

 

和歌山県農業農村振興委員会「農業及び農山村の振興に係る第３者部会」 

令和７年度会議の審議概要 

 

１ 日  時 令和８年３月１０日（火）１３：３０～１４：３５ 

２ 場  所  和歌山県庁 東別館５階 農林水産部会議室 

３ 内  容   

（１）審議事項１：国庫交付金を活用した各事業の目標達成状況及び成果について 

    『強い農業づくり交付金、強い農業づくり総合支援交付金』 

       『農畜産物輸出拡大施設整備事業』 

（２）審議事項２：令和８年度の事業実施計画について 

（３）その他 

 

４ 出席者及び資料 別添のとおり 

 

５ 審議概要 

資料に基づき県担当者から審議事項１、２についての説明を行い、意見を求めた。 

結果、審議事項１、２共に異議なく了承された。 

 

６ 主な意見及び質疑 

 和歌山市卸売市場について 

Ｑ．どのくらいの人数が利用しているのか。また施設整備は営業を継続しながら工事を進めているの

か。（竹川委員） 

Ａ．全体的な人数は把握していないが、市場内には和歌山市の担当部署、青果卸売業者が２社、水産

物卸売業者が１社、青果仲卸業者が１２社、水産物仲卸業者が２４社のほか、総合食品センターに

３４業者出店している。 

整備については施設ごとに順に行っている。現在は旧青果棟で営業を行っているが、来月（４月）

に新青果棟が供用開始する。新青果棟供用開始後に、旧青果棟を撤去するなどして営業と工事を並

行して行っていく。（食品流通課） 

Ｑ．「閉鎖型」との説明があったが、防災面において「閉鎖型」ということか。（井本委員） 

Ａ．品質管理向上を目的とした温度管理や衛生面における「閉鎖型」を意味している。（食品流通課） 

Ｑ．卸売市場の東側（山側）には防護壁のような杉の並木があるが、海側には防潮堤のようなものは

ないのか。（井本委員） 

Ａ．卸売市場はもともとあった防潮堤より海側の埋立地部分にある。津波が発生した場合、防波堤等

を越えて浸水してくる可能性があるため、本卸売市場では市場利用者や周辺の住民の一時的な避難

場所となるよう整備を行った。市場周辺は３～５ｍの津波被害が想定されており、海抜７ｍのとこ

ろ（新青果棟の２階）に避難できるようになっている。（食品流通課） 

 

Ｑ．世界情勢が不安定となり、物価高騰も重なる中、生産に携わる者として、高級な果物を作ってい

ても購入してもらえるのか不安。施設の機能を強化・向上していただくのも良いが、生産者がより

よく、安定して供給できるような予算の確保をお願いしたい。（山田委員） 



 

 

 

Ａ．現在国では構造転換を集中的に進めるため、施設の再編集約等が進められている。果樹の選果場

を統合等するにはかなりの規模の事業費が必要となってしまうため、できるかぎり生産者負担が少

なくなるような整備内容も認めるよう、国に提案しているところ。今後も地方の声を届けるように

したい。（果樹園芸課） 

 

Ｑ．観光の観点から、「卸売市場」という名称は産業寄りの印象を受ける。防災施設としても運用され

るとのことなので、市民が身近に感じるためにはネーミングの工夫が必要だと考える。また、防災

面から考えると徒歩での施設訪問が基本となる。この事業のみでは対応できないと思うが、周辺の

道路や緑化等、部署を越えての対応を行い、周辺領域の整備も併せて行うことも検討すればよいと

思う。（八島委員） 

Ａ．総合食品センターを「わかやままるしぇ」と命名して、親しみやすく利用を促しているところ。

卸売市場の名称については和歌山市にも働きかけていきたい。（果樹園芸課・食品流通課） 

 

 輸出について 

Ｑ．資料１１ページの表を見ると、輸出販売金額は徐々に上がってきているが、生産者の所得は上が

っているのか。また対象品目の輸出の状況等はどのようになっているのか。（竹川委員） 

Ａ．当施設の輸出は桃が中心で、台湾向けに高価格で取引されている。（果樹園芸課） 

Ｑ．生産者も高品質なものを提供するため、残留農薬や病害虫にも慎重に対応する必要があり、輸出

に適した果実を生産できる生産者はそれほど多くない。桃を栽培しているが、クビアカツヤカミキ

リの発生が深刻な問題となっている。また、夏場の高温の影響で栽培しにくくなっている。今後、

どのように産地を維持してくのかが課題。（山田委員） 

Ａ．２０年ほど前は桃の生産量は約１０，０００トンであったが、過去の台風被害により減少、近年

は改植で７，０００～７，５００トンまで回復している。単価については２０年前６００円／ｋｇ

程度だったが、近年は９００円／ｋｇ程度となっている。ただ、生産資材等の価格高騰分を単価に

反映できているとは思えないので、生産者の所得に繋がっているかの把握は困難。（果樹園芸課） 

Ｑ．農業でも人件費を考慮して単価を設定すれば良いと思うが。（井本委員） 

Ａ．適正価格を国で示していただければ良いのだが、算出が困難とのこと。（果樹園芸課） 

 

 令和８年度の事業実施計画について 

Ｑ．卸売市場の令和８年度事業としては駐車場等、周辺の整備ということでよいか。（八島委員） 

Ａ．そのとおり。今年５月末工事完了予定となっている。（食品流通課） 

Ｑ．この周辺整備をもって卸売市場の整備は終了となるのか。（井本委員） 

Ａ．そのとおり。（食品流通課） 

Ｑ．完成イベント等はあるのか。（八島委員） 

Ａ．青果棟が完成したので、３月末に完成式典を行う予定。（食品流通課） 

 

Ｑ．資材費が高騰しているが、事業費や予算において課題等はなかったか。（竹川委員） 

Ａ．最終的な事業費は実績として提出されるが、国の補助金額は決まっているので、予定額を上回っ

た場合は和歌山市の負担となっている。（食品流通課） 

 



 

 

 

 その他の意見 

和歌山市の問題だと思うが、今後どのように交流人口を増やすのかが課題と思われる。（井本委員） 

和歌山市観光協会の伴走支援を行っていた際、観光客等を連れてくるランドオペレーターへの施

設のキャパシティ等の情報提供が十分ではなかったために誘客が少なくなることがあった。今後、

交流人口を増やしていくには観光協会や DMOと連携・協力して進めてもらえればと考える。（八島

委員） 

 

終了 １４：３５ 

 



令和７年度「農業及び農山村の振興に係る第３者部会」 

 

日時：令和８年３月１０日（火）１３時３０分～ 

場所：和歌山県庁 東別館５階 農林水産部会議室 

 

 

会  次  第 

 

 

１ 開  会 

 

 

２ 挨  拶 

 

 

３ 報告事項 

  （１）国の農業施設整備関連予算の概要（資料１） 

 

 

４ 審議事項 

    （１）事業の目標達成状況及び成果について（資料２） 

          『強い農業づくり交付金、強い農業づくり総合支援交付金』 

      『農畜産物輸出拡大施設整備事業』 

     

  （２）令和８年度の事業実施計画について（資料３） 

 

 

  （３）その他 

            

 

５ 閉  会 
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